
Build Liveで提出する情報
Build Liveで提出する情報は次ページの区分けにて記載する。

テンプレートがある書類は、それに書き込んで提出のこと。

提出サイズはA1、A3、A4の各サイズに適宜レイアウトのこと。

ただしA1は無しか1枚までとする。



プログラミング（計画案検討）
計画案に盛り込む目標の設定

外的条件、内的条件と作成したコンセプト
目標を達成させる機能や構成のデザイン

機能や構成を計画案へ落とし込むプロセスの計画
（そのためにどこで、何を目的にBIMを使うのか）

BIM実行計画
BIM活用の目的の設定

誰がいつ、何をBIMツールにインプットし、何を得るのか
複数のBIMツールによる情報連携と期待するシナジー効果
目的適合性向上を目指すBIMシミュレーションの反復計画

（BIMツール利用の適用先と期待効果）

成果報告（取り組みの結果）
結果として、どのような計画案になったのか → 形態や構成

計画案は当初の目標を達成できそうか
プロセスの妥当性 → 検討内容と判断の実績のタイムラインで検証

BIMはうまく活用され、成果に反映できたのか
正しいIFCデータが作成できたか → チェッカーで検証

プログラミング

BIM実行計画

BIMデータ連係計画

提出IFCモデルデータ

図面、面積表など

プレゼンテーション

アピールサイト

BIMプロセス


